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米・有志連合軍の犠牲者について
2015.9.6.

・米兵死者のトップはイラク・アフガンいずれの戦争も２１歳。

・死者の 9割は、非軍事作戦での死者。すなわち「後方支援」と治安維持が戦争そのもの。別に「前

線」がありそれと離れた「後方」があるのではない。「一体化」というより戦争そのもの。「後方

支援」が戦争、治安維持が戦争、家宅捜索が戦争、検問が戦争、パトロールが戦争。

・イラク戦争についていえば、いわゆる「戦争」という意味では、2003 年 3 月 21 日から 5 月はじ

めまでの一月半。これが前線がある正規戦。あとの 7年間はゲリラ戦争。だから前線も後方もない。

・アフガニスタン戦争でも、2001 年 10 月 7 日の開戦から、12 月のカンダハル崩壊までの 2ヶ月間

がアフガン・タリバン政権軍との正規戦争。これ以降現在まで 15 年間にわたってゲリラ戦争が闘

われている。

・自衛隊のサマワ駐留も、「復興支援」という虚像を造りながら、実態としては、反米・反有志連

合のゲリラ戦争のまっただ中に突入していった。だからきわめて緊張した状況に直面した。

http://edition.cnn.com/SPECIALS/war.casualties/index.html より
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アフガニスタン戦争

・２００１年内で正規軍同士の大規模衝突は終焉したにもかかわらず、それ以後に

犠牲者数が急増している。

・この事実は、占領地の治安維持の難しさ、兵站線の弱点が狙われたことによる。

・占領軍の犠牲者の大半が、IEDと呼ばれる、路肩仕掛け爆弾による被害である。

占領軍は、仕掛けだらけの占領地において犠牲者を激発させ、また兵力を割けない脆弱な兵

線が狙われたのだ。

イラク戦争

・２００３年内に大規模軍事衝突が終了しているにもかかわらず、占領軍の犠牲者数はその次の年

から激増した。

・アフガン戦争と同様に、IEDによる犠牲者が大半を占めいる。２０１２年から激減しているのは、

米軍の本格的撤退とイラク軍への治安権限を委譲したため。
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２０１５年９月６日

戦争の犠牲者は若者である！

－アフガニスタン従軍兵士 ２１歳の犠牲者たち－

＜前線で犠牲を強いられる若者たち＞

・アフガン従軍兵士の中で最も多くの犠牲者を出しているのが２１歳の兵士たち（図１）

・これは、軍隊の年齢構成が若年層を中心に構成されているため。

図２から、米陸軍では 18～ 30歳までで 65％近くを占めていることが分かる。

→最前線に立たされる兵士、それは 25歳以下の若者たちである！

図１ アフガニスタン戦争における兵士の年齢別犠牲者数と 21歳の兵士の犠牲となった場所（右）

http://edition.cnn.com/SPECIALS/war.casualties/index.htmlから

図２ 米軍の年齢別構成

＜２１歳の兵士たちがどのようにして倒れたのか＞

－正規戦以外で倒れる最前線の兵士たち

・ 上記サイトより、アフガニスタン戦争（2001年～）において犠牲となった 21歳の兵士たち（307

人）の内容を整理した。

・ まさに、正規戦以外での戦闘によって多くの兵士たちが犠牲になっていることが浮かび上がる。

・ それは、正規戦における前線・後方とよばれる区分では決して分類できない形態がアフガニス

タンを支配している事を物語っている。

・ 以下の表は 307人のデータを下に作成したものである。（不詳もあり解析は 287人分）

21歳 307人の犠牲者
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表１ 21歳の兵士 国別犠牲者

表２ 犠牲となった要因
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・ アフガニスタンにおける行動のすべてが作戦行動であり、戦闘と非戦闘を区別することは難し

い事例が圧倒的。

・ しかし、おおまかに、次のことが浮かび上がってくる。

① 軍事作戦（conducting combat operation）として分類されている項目＝米軍主導の作戦行

動による犠牲は 10%程度であり、その大半が米軍、有志連合軍が受け身にまわる敵対勢力

からの攻撃によるものである。

② road side bomb（路肩爆弾）と呼ばれる敵対勢力による仕掛け爆弾による犠牲者数が 20%

を越える。交戦時における路肩爆弾使用例を加えると、それによる犠牲者数は 30%を越え

る。この爆弾が、如何ほどまでに占領軍と悩ましているか、如実に物語っている。

③ 事故による犠牲者もまた多い。これは、緊張した環境下におけるヘリ等の重武装兵器を取

り扱う際における不可避な犠牲である。

④ 作戦支援活動（supporting combat operation）として分類されている項目における犠牲者

数も多い。これは、軍事作戦に付随する行動であったとしても、弱点として敵対勢力に狙

われやすいことを意味している。

⑤ 戦線が不明確な戦闘においては、友軍からの誤爆等も頻発している。

＜自衛隊が米軍と行動をともにしたとすると・・・＞

・ 直接戦闘行動（前線での戦闘）に参加しないとしても、自衛隊の米軍への協力は、仮にアフガ

ニスタンのような地上軍への協力という形を取ったならば、上記の①～⑤の犠牲者を大量に生

み出すことを覚悟しなければならない。

・ 表１からも明らかなように、米軍に協力する他国軍からも多くの犠牲者が出ているのである。

＜若者を戦場に送り出す戦争に“安保法制”＝戦争法案に断固反対すること＞

・ 戦争の最大の犠牲者は若者である。

・ 若者を戦場に送り込まないためにも、今こそ反対の声を強めなければならない。
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